
Ⅱ実施内容

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 計画策定と実行プロセス

手法名 学校等教育機関と連携した里地里山活動プログラム作りと運用

主体 特定非営利活動法人くりやま

背景(地域の課題）
　里地里山の取り組みを地域だけでなく、学校や外部者が連携し活用していくために
は、分かりやすく系統立てたプログラム整備が必要とされる。

手法／方策の詳細

（１）学校教育と関連性を保つプログラム集の作成
　これまで地域で取り組んできた里地里山活動を、学校行事や授業など学校教育に
おいて利用できるよう、教科教育との関連性についても記載し、整理。プログラム集
に合わせ教員用の指導者手引きも作成されており、教員がカリキュラム活用上参照
しやすい内容構成となっている（図１・２）。

（２）プログラムの内容詳細
　プログラムのねらいが類型化され、教育目的ごとに整理されている。下記等があ
る。
①里山の暮らしを学び楽しむ
②里山の田畑で感じる
③ハサンベツの里山をつくろう
④生き物の生態を知る－バードウォッチング、植物観察、昆虫観察、
　　　　　　　　　　　　　　　両性・哺乳類観察、水辺の生き物の観察－
⑤夜の森にゆく
⑥冬を楽しむ
　複数のプログラムをつないだパッケージプランも整備されている。また運用にあたっ
ては、各学校の授業目的や行事（遠足等）に合わせて柔軟に対応できるよう、様々な
プログラム組み合わせが可能となっている。また、事前の打ち合わせや活動後のフォ
ローまで視野に入れた位置づけがなされている。

（３）プログラム運用にあたって留意点
　プログラムを行うにあたって、次の3点に力を入れることで、活動の安全性や確実
性、充実化を図っている。安全性確保、指導者養成、地域の様々な協力者との連携
協働。

手法・技術的視点

（1）学校との連携を可能にする具体的なプログラム作りと発信
　里地里山の体験活動を学校教育で活用できるように、プログラム集にあらかじめ教
員が授業等で必要とする情報を入れ込む等の工夫や配慮が凝らされており、学校の
体験学習の誘致を図ることに効果をげている。

（2）多様な主体と連携したプログラム運用で安全性、確実性、発展性を実現
　地域の指導者や大学生等の研修プログラムの提供を行うと共に、行政や地域との
連携も構築することで、プログラムの安全性や確実性を向上させている。また、多様
な人々がプログラムの実施に参画することを通じて、活動の新たな展開をもたらす等
の発展性を生み出している。
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